
樹 型 改 造 と 畦 間 稲 植 に よ る 希 植 系 園 の 年 次 別 収 量

( 蚕 訳 :  教桑 部 )

1 . 背 景 と お ら い

柔 慨 は 植 付 け て か ら 1 5 年以 上 経 過 す る と、 生 産 性 の 停 滞 や 低 下 に よ り 改 宿 の 時 期

に達す る: ! しか し、 改 植 には 多 くの経 費 と労 力が かか りも ~ 時 的 な収穫 量 の低 減 は

避 け ら れ な い。 そ こ で、 既 設 桑 園 あ る い は 老 朽 桑 闘 を 株 下 げ に よ る 樹 型 改 造 を 行 な

い 簡 勢 の 回 復 を 図 る と と も に、 地 域 適 応 桑 品 種 の 珪 間 栽 植 に よ り 密 植 桑 囲 を 造 成 し、

条 桑 刈 理 機 の1 導入 に よ る 収 種 能 率 と 年 次 別 収 上 に つ い て 調 査 し た。

2 .  技柚 内 容

( 1 ) 株下 げ 概 型 改 造 当 年 の 不 発 条 林 で も 2 年 日 で 発 条 株 が 認 め ら れ る。

( 2 ) 林下 げ 組 型 改 造 で は 唯 間 に 補 植 し た 密 植 化 に よ り、 造 成 当 年 か ら 春 切 株 と 同 等

の収 量 が得 られ、 4 年 目では約 7 0 % 以上 増収 で き る。

( 3 ) 横核 収 穫 を 前 提 と し た 樹 型 改 造 で は、 唯 間 に し ん け ん も ち、 ゆ き し の ぎ、 剣 持

等 を t t t 植し 効 率 化 を 田 る。

( 4 ) 条桑 刈 取 機 の 導 入 に よ っ て 収 笹 能 率 は 翻 型 改 造 で 2 . 9 倍 向 上 す る。

( う) 綱 型 改 造 株 は、 改 造 当 年 の 初 秋 蚕 期 5 0 ～6  0  c l H 残、 晩 秋 蚕 期 に 再 発 枝 の 生 育 員 好

な 場 合 2 0 m 残 の 年 2 回 収 穫 が 可 能 で あ る。 機 械 収 穫 は 枝 条 基 部 の 固 定 し た 2 年 目

か ら 行 う。  '

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 除草管理を徹底 し、 初期生背の促進た努め る。

( _ 2 ) 樹型改造様の株直 し部位が高いと機械収穫の際に刈 り残 しが多くな るので、 地
_ 際部 で の 株 直 し に 留 意 す る。         :

( 3 ) 収穫 桑 の 搬 出 に は 小 型 運 搬 車 等 を 利 用 し、 集 来 搬 出 の 効 率 r ヒを 図 る。
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表 1・株下げによる発条株割合

年 房J 処理株 発条株 同割合

1年 目 (58年)

2年 目 (59年)

440株

440

384株

401

87.2%

9 1 . 1 %
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表 2 倒 型改造と畦問古条挿木収標時間
(4年目t晩秋期10a当たり)
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摘 要
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機  械

刈取時間

人 力
作 業  能  率

刈取時間 搬出時間

倒 型 改 造 株

畦問古条挿木

しんけんもち

しんいちのせ

ゅき しの ぎ

29分

24

28

28

29

180分

70

35

98

150

30分

33

17

21

30

239分 33)

127   ( 18)

80   ( 11)

147   ( 20)

209   ( 29)

1.収 穫方法 :再発枝基都20cn

残 し収穫

2.入 力の刈取時間は、機械刈

取後の績臥枝の刈取時間

昭
”

対 660 703  (100)
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